








サイバーナイフ 放射線治療

何かしらの事情で前立腺の金マーカーを留置できない方には、4週間程度の外来通院での外部照射が適応に 
なります。当院では最新型のリニアックを用い、IMRTという方法で直腸への負担が少ない治療を行っています。 
詳しくは放射線治療医にお尋ねください。

強度変調放射線治療（IMRT）について

放射線による直腸後遺症（ 下血、肛門痛）を予防する目的で、前立腺と直腸の間にハイドロゲルを注入する方法を
東部病院では2018年3月から実施しています。ハイドロゲルは体内に注入すると固まり、数ヶ月後に吸収されます。
ハイドロゲルにより前立腺と直腸の間にスペースができるため、直腸にかかる放射線が大幅に低減されます。
注入は、金マーカー留置のとき、または密封小線源挿入のときに同時に行うので、特別な負担はありません。

サイバーナイフによる定位放射線治療ならびに
密封小線源治療を受けられる患者さんへ

通院での治療が可能になる高精度X線照射

サイバーナイフ がん治療

体外照射

サイバーナイフについて

サイバーナイフ治療は、高精度のロボットアームにX線照射装置を組み合わせた

治療法で、放射線によりがんの根治を目指します。ロボットアームは、

最大1,200方向から照射を行うことができ、複雑な前立腺の形にもミリ単位以上の精度で

対応することができます。また、治療中は高精度のモニタリングで、

患者さんのわずかな動きにも自動的に対応します。
サイバーナイフスケジュール

プラン作成

サイバーナイフ治療スタート
（金マーカー留置から1ヶ月程度経過後）

通院での照射（ 5回）

CT・MRI検査

放射線治療科受診

1泊2日入院※・金マーカー留置
※2泊3日の場合もあります

泌尿器科受診

ロボットアーム

X線照射装置

可動式寝台

サイバーナイフのメリット

前立腺に金マーカーを留置することで、サイバーナイフによる精密な放射線照射

（ 定位放射線治療：SBRT）が可能となります。

前立腺に十分な量の放射線を集中させ、前立腺以外への放射線の影響を最小限に抑えること

で副作用の軽減を図ります。

通院での放射線照射は5回で済むため、従来の放射線治療と同等の治療効果で

治療にともなう負担が大幅に軽減されました。
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密封小線源治療 放射線治療

入院期間の短縮に加えて合併症も少なく

密封小線源治療 がん治療

組織内照射

密封小線源治療について

微弱な放射線を出す小さな線源を前立腺内に挿入し、前立腺内部から放射線を照射する

治療法です。挿入の際は、コンピューターにより、他の臓器への影響が少なく、

治療効果が高い場所を選びます。

放射線を前立腺内に集中照射するため大きな効果が期待でき、

当院でも2007年10月の治療開始以来、約800件を超える患者さんを治療し、

良好な治療成績を得ています。

密封小線源治療のメリット

放射線を前立腺内に集中して照射できるので、合併症が少なく、3泊4日と入院期間も

短い治療です。副作用として排尿障害が起こりますが、半年から1年ほどで多くの方が

改善します。

患者さんごとに症状（ がんの状態、排尿の状態）、これまでにかかった病気や手術

歴、年齢など様々な条件が異なります。また、仕事や趣味、生活のスタイルなども

人それぞれのため、患者さんによって最適な治療は異なります。

東部病院では多くの治療手段を揃えることで、最適な治療を提案しています。

「 ダビンチ」「 サイバーナイフ」「 密封小線源治療」 
どの治療が1番良いのですか

密封小線源治療スケジュール

※より効果的な治療（ 根治性向上）のため小線源治療と体外照射を併用することが

あります。併用治療の場合、線源刺入の約１ヶ月経過後に15～20回程度の通院で

照射を行います。

3泊4日入院・線源挿入

1ヶ月後CT・MRI検査

プラン作成

放射線治療科受診

事前検査

泌尿器科受診

よくある
ご質問
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